
え
る
会
員
を
擁
し
、
東
京
23
区

で
も
最
大
級
の
規
模
を
誇
っ
て

お
り
ま
す
。「
健
康
保
持
」、「
教

養
の
向
上
」、「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
」、「
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
」

を
４
つ
の
基
軸
と
し
、
人
と
人

の
つ
な
が
り
を
大
事
に
、
互
い

に
支
え
あ
い
な
が
ら
活
動
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。

　

今
年
も
ク
ラ
ブ
会
員
の
皆
様

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
こ
れ
ま

で
培
っ
て
き
た
知
識
と
経
験
を

活
か
し
、
ク
ラ
ブ
内
外
の
交
流

を
深
め
な
が
ら
、
連
合
会
活
動

に
積
極
的
に
ご
参
加
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。結

び
に
、
く
す
の
き
ク
ラ
ブ

連
合
会
並
び
に
江
戸
川
区
の
更

な
る
発
展
と
皆
様
の
益
々
の
ご

多
幸
と
ご
健
勝
を
お
祈
り
い
た

し
ま
し
て
、
年
始
の
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

新
年
明
け

ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
皆

様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
ご
健
勝
で
新
年
を

お
迎
え
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　

早
く
も
新
た
な
年
を
迎
え
１

カ
月
が
立
ち
ま
し
た
。
振
り
返

り
ま
す
と
、
昨
年
は
元
日
早
々
、

能
登
半
島
に
て
大
変
な
災
害
が

起
き
て
し
ま
い
ま
し
た
。ニ
ュ
ー

ス
で
は
、
少
し
ず
つ
復
興
が
進

ん
で
い
ま
す
が
、
ま
だ
手
付
か

ず
の
所
も
あ
る
状
況
だ
と
報
じ

ら
れ
て
い
ま
す
。
災
害
に
見
舞

わ
れ
た
方
に
は
一
日
も
早
く
日

常
が
戻
り
ま
す
こ
と
を
心
か
ら

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
私
た
ち
く
す
の
き
ク

ラ
ブ
連
合
会
は
現
在
２
０
１
ク

ラ
ブ
、
１
万
２
０
０
０
人
を
超

る
本
区
を
守
り
続
け
て
く
れ
ま

し
た
。
今
も
ゆ
う
ゆ
う
と
流
れ

る
雄
大
な
姿
を
見
る
と
、
自
分

た
ち
の
世
代
だ
け
で
は
な
く
、

将
来
世
代
に
向
け
て
も
“
水
害

を
防
ぎ
、
み
ん
な
の
命
を
守
る

ん
だ
”
と
い
う
先
人
の
、
熱
き

想
い
に
、
た
だ
た
だ
感
謝
す
る

ば
か
り
で
す
。

　

く
す
の
き
ク
ラ
ブ
の
皆
様
に

は
、
日
頃
よ
り
活
力
あ
る
地
域

社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
先
人

た
ち
の
想
い
を
受
け
継
ぎ
活
動

を
続
け
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。

　

今
年
も
皆
様
の
お
力
添
え
を

い
た
だ
き
な
が
ら
、
将
来
に
向

け
て
誰
も
が
希
望
の
持
て
る
江

戸
川
区
を
目
指
し
て
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

結
び
に
、
く
す
の
き
ク
ラ
ブ

連
合
会
の
ま
す
ま
す
の
ご
発
展

と
会
員
の
皆
様
の
ご
健
勝
を
心

か
ら
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
新

年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　

明
け
ま
し

て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま

す
。
皆
様
に

お
か
れ
ま
し

て
は
、
健
や
か
に
新
し
い
年
を

迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
お
喜
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
日
本
各
地
で
地
震

や
水
害
が
頻
発
す
る
な
ど
、
災

害
の
多
い
一
年
に
な
り
ま
し
た
。

　

被
災
さ
れ
た
皆
様
に
心
よ

り
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
る
と

と
も
に
、
い
つ
何
時
起
こ
る
か

分
か
ら
な
い
災
害
に
対
し
て
、

し
っ
か
り
と
し
た
備
え
を
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
、
改
め
て

強
く
認
識
し
た
一
年
だ
っ
た
こ

と
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
大
洪
水
を
き
っ
か
け

に
人
の
手
で
掘
り
進
め
ら
れ
た

川
、「
荒
川
放
水
路
」
が
通
水

し
て
１
０
０
年
と
い
う
節
目
の

年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
荒
川
は
一
度
も
決

壊
を
起
こ
さ
ず
、
最
下
流
に
あ

山㟢連合会会長あいさつ

くすのき写真だよりくすのき写真だより
～くすのきクラブ会員から素敵な写真が届きました～～くすのきクラブ会員から素敵な写真が届きました～

斉藤区長あいさつ

あけましておめでとうございますあけましておめでとうございます

撮
影
＝
小
岩
東
部
長
寿
会

�

平
　
　
一
雄

撮
影
＝
神
明
長
生
会

�

小
笠
原
　
多
加
男

「珠洲　青の洞窟上の展望台より」

「初夢」 「空へ」 「楊貴妃」

「千里浜にて」 「白米千枚田」
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イベント日程表
開催日 曜日 行事名 会場

2 月 5 日 水 令和６年度
熟年文化祭

総合文化センター
（中央 4-14- 1)2 月 6 日 木

開催日 曜日 行事名 会場

3 月 1 日 土 第 22 回合唱祭 総合文化センター
（中央 4-14- 1)

第１部
10時30分開会

第２部
12時40分開会

第３部
14時40分開会

熟年者の方々が日ごろの活動の成果を発表します。芸
能部門では、歌や踊りを披露。作品部門では、絵画・書道・
手芸・工芸などの作品展示ならびに入賞発表が行われま
す。その他、お茶席コーナー・健康コーナー・物販コーナー
などが設けられます。また、演芸大会終了後には、おた
のしみ抽選会がありますので、どうぞ最後までご観覧く
ださい。皆様のお越しをお待ちしています。

懐かしい名曲や子どもの頃に歌った童謡など全９曲を、
江戸川ギター・マンドリンクラブの生演奏で合唱します。
また、江戸川ギター・マンドリンクラブによるミニコン
サートもあります。既にくすのきクラブの申し込みは終
了していますが、当日参加できる席を設けています。ぜひ、
ご参加ください。

くすのきクラブ

主な 4 つの活動

会 員 募 集！
お住まいの地域にあるくすのきクラブをご存じですか？
くすのきクラブは区内在住の60歳以上の熟年者が、健康づくりや仲間づくりを目的に集まった

クラブです。おおむね、町会や自治会の区域ごとに結成されています。
定年を迎えた後、「何をすればいいだろう」「外に出るきっかけが欲しい」と思っている方はぜひ、

くすのきクラブに入会して、仲間とともに充実したシニアライフを過ごしてみませんか？

始まりの春、
新たな一歩を
踏み出して
みませんか？

教養の向上
出前講座　日帰り研修会

合唱祭など

健康保持
リズム運動　輪投げ
ウォーキングなど

レクリエーション
お誕生日会　お花見会

茶話会など

ボランティア
子どもの見守り活動
まちの美化運動など

まちの話題　こんなクラブ活動しています

私
た
ち
く
す
の
き
清
新
シ
ニ

ア
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
は
江
戸
川
区

サ
ッ
カ
ー
連
盟
壮
年
部
で
、
毎
月

１
～
２
試
合
を
行
っ
て
い
ま
す
。

活
動
の
一
つ
と
し
て
、
交
流
戦

も
行
っ
て
お
り
、
８
月
４
日
（
日
）

に
江
戸
川
区
陸
上
競
技
場
で
「
第

２
回
く
す
の
き
杯
」
を
開
催
し
ま

し
た
。

江
戸
川
区
く
す
の
き
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
に
所
属
す
る
「
江
東
五
区

四
十
雀
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
Ｔ
60
」

と
「
清
新
シ
ニ
ア
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ

ブ
」
が
、
江
戸
川
区
の
女
性
サ
ッ

カ
ー
チ
ー
ム
「
宇
喜
田
レ
デ
ィ
ー

ス
」
を
招
待
し
、
総
当
た
り
３
試

合（
15
分
ハ
ー
フ
）を
行
い
ま
し
た
。

サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ

�

花
岡
　
和
彦

開
会
式
は
、
江
戸
川
区
サ
ッ

カ
ー
連
盟
会
長
の
高
木
秀
隆

さ
ん
に
挨
拶
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
17
時
30
分
の
キ
ッ

ク
オ
フ
と
い
う
ナ
イ
タ
ー
の
試

合
で
し
た
が
、

涼
し
く
、
楽

し
く
プ
レ
イ

で
き
ま
し
た
。

今
後
も
、
く

す
の
き
杯
を

継
続
し
て
い

き
た
い
と
お

も
い
ま
す
。

※
今
後
も
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
活
動

を
し
て
い
る
ク
ラ
ブ
を
紹
介
し

ま
す
。
ク
ラ
ブ
の
皆
様
か
ら
の

情
報
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

これからも元気に活動を続けます

令和7年（2025年）2月1日　（ 2 ）くすのきだより第147号



江戸川区からのお知らせ

生活習慣病やフレイルを予防するためには、運動を習慣的に行うこ
とが大切です。特に筋力トレーニングを行うことが重要と言われてい
ることをご存知ですか?
厚生労働省が出した「健康づくりのための身体活動・運動ガイド

2023」では、筋力トレーニングの健康効果や日常の活動で注意する
ことなどが明記されています。
パネル展では「健康づくりのための身体活動・運動ガイド 2023」

の紹介や具体的な運動方法などをわかりやすく紹介しています。ぜひ
お立ち寄りください。

【会　場】グリーンパレス１階ロビー
【日　時】１月27日（月）～２月10日（月）9時～21時
	 （２月 10日は 15時まで）

※ アリオ葛西１階（東葛西９－３－３）の「江戸川区からのお知ら
せ掲示板」でも２月１日（土）～28日（金）に「健康づくりのため
の身体活動・運動ガイド2023」を紹介する展示を行っています。

【問合せ】中央健康サポートセンター　電話03-5661-2467

11 月１日（金）から 12月８日（日）にかけて、６
つの地区でくすのきクラブの会員が親睦を深めるリズ
ム運動地区交流会が開催されました。
今年は合計で 153クラブ 1,769 人が参加しました。
おそろいのユニフォームのクラブも多く、華やかな

雰囲気の中、参加者は広い会場でのびのびとリズム運
動を楽しみました。
地区ごとの交流会となるため、参加者は広い会場で

のびのびとリズム運動を楽しみ、10 時の開会式から
14時の閉会式まで皆さん大変いきいきとした表情をし
ていました。
今後もぜひ積極的にリズム運動に参加し、健康的な

体づくりをしていきましょう！

9 南小岩コミュニティ会館 4/3 から毎週木曜　13時～ 15時

10 小松川区民館 4/4 から毎週金曜　10時～ 12時

11 長島桑川コミュニティ会館 4/4 から毎週金曜　10時～ 12時

12 清新町コミュニティ会館 4/4 から毎週金曜　13時～ 15時

13 船堀コミュニティ会館（金） 4/4 から毎週金曜　13時～ 15時

14 船堀コミュニティ会館（土） 4/5 から毎週土曜　10時～ 12時

15 コミュニティプラザ一之江 4/5 から毎週土曜　10時～ 12時 

16 松江区民プラザ 4/6 から毎週日曜　10時～ 12時 

1 北葛西コミュニティ会館 4/7 から毎週月曜　10時～１2時

2 篠崎コミュニティ会館 4/7 から毎週月曜　10時～ 12時

3 中平井コミュニティ会館 4/7 から毎週月曜　10時～ 12時

4 南葛西会館 4/8 から毎週火曜　10時～ 12時

5 スポーツランド 4/1 から毎週火曜　13時～ 15時

6 西小岩コミュニティ会館 4/2 から毎週水曜　13時～ 15時

7 総合体育館 4/3 から毎週木曜　10時～ 12時 

8 東部区民館 4/3 から毎週木曜　10時～ 12時 

【内 容】�リズム運動は、マンボやジルバといった社交ダンスのステップを基本とした江戸川区独自の軽運動です。踊りを基
礎から学べるほか、ストレッチや脳活トレーニングも行います。令和７年４月から令和８年３月までの教室です。

【対 象】区内在住の60歳以上の方（令和８年４月１日までに60歳になる方を含みます）
	 ※すでに初心者教室を修了された方は、申込みできません。
【申込方法】１次募集は終了しました。定員に空きがある会場は、３月15日の広報えどがわで追加募集のご案内を掲載します。

～体も心も若返る～ 「リズム運動初心者教室」　3/17追加募集開始♪参加費
無料

「みんなで筋トレ！」パネル展 開催
～かんたんな運動で健康に～

リズム運動地区交流会
～仲間と楽しく健康に～
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【
ク
ラ
ブ
会
長
よ
り
】

南
船
堀
親
睦
会
は
昭
和
58
年
4

月
に
発
足
し
、
昨
年
度
40
周
年
を

迎
え
た
ク
ラ
ブ
で
す
。
活
動
は
神

社
の
社
務
所
で
あ
る
南
船
堀
町
会

会
館
を
使
用
し
、
ど
の
活
動
に
も

10
～
20
名
の
会
員
さ
ん
が
参
加
し

て
く
だ
さ
い
ま
す
。

月
に
１
度
、
連
合
会
定
例
理
事

会
の
報
告
を
行
い
、
皆
様
に
活
動

に
つ
い
て
の
報
告
を
行
う
と
と
も

に
方
針
や
意
見
を
出
し
あ
っ
て
ク

ラ
ブ
の
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ク
ラ
ブ
で
行
っ
て
い
る
活
動
と

し
て
は
、
町
会
と
協
力
し
て
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
行
っ
た
り
、
中
川
・

荒
川
の
土
手
沿
い
で
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
な
ど
の
活
動
を
行
い
な
が
ら
、

積
も
る
話
に
花
を
咲
か
せ
て
い
ま

す
。ク

ラ
ブ
活
動
を
行
う
に
あ
た

り
、
心
身
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
を

会
員
同
士
が
気
に
か
け
る
よ
う
に

心
が
け
て
い
ま
す
。
ま
た
健
康
づ

く
り
の
た
め
、
輪
投
げ
や
カ
ラ
オ

ケ
・
合
唱
練
習
な
ど
も
定
期
的
に

開
催
し
、
皆
さ
ん
楽
し
く
参
加
し

て
い
ま
す
。

高
齢
化
や
会
員
の
減
少
が
進

み
、
思
う
よ
う
に
活
動
が
で
き
な

い
会
員
も
い
る
の
で
み
ん
な
で
一

緒
に
遠
出
な
ど
を
す
る
こ
と
は
な

か
な
か
で
き
ま
せ
ん
が
、
今
後
新

た
な
活
動
を
取
り
入
れ
て
会
員
同

士
の
交
流
を
さ
ら
に
深
め
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ク ラ ブ 紹 介

町
会
と
共
に
広
が
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

23号棟慶寿会
会長：渡邉　敏信
会員：54 名

小松川
地区

【
ク
ラ
ブ
会
長
よ
り
】

私
た
ち
23
号
棟
慶
寿
会
の
主
な

活
動
場
所
は
、
旧
中
川
の
そ
ば
の

平
井
6
丁
目
23
号
の
集
会
所
と
、

中
平
井
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
会
館
で
す
。
私

達
の
ク
ラ
ブ
で
は

「
幅
広
い
活
動
で
繋

が
る
楽
し
さ
」
を

モ
ッ
ト
ー
に
会
員
同

士
の
繋
が
り
を
大
切

に
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。

特
徴
あ
る
活
動
の

一
つ
と
し
て
、
健
康

づ
く
り
の
た
め
週
に
３
回
公
園
に

て
体
操
を
行
い
、
月
に
１
回
は
旧

中
川
を
5
㎞
ほ
ど
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

を
行
い
ま
す
。10
人
程
が
参
加
し
、

皆
お
喋
り
を
し
な
が
ら
楽
し
く
続

け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
リ
ズ
ム

運
動
は
週
に
1

回
、
輪
投
げ
及

び
ボ
ッ
チ
ャ
は

月
に
2
回
行

い
、
積
極
的
な

交
流
と
運
動
を

心
掛
け
て
い
ま

す
。そ

の
他
、
合

楽
し
く
繋
が
る
活
動
の
数
々

唱
練
習
と
カ

ラ
オ
ケ
を
そ

れ
ぞ
れ
月
2

回
行
っ
て
い

ま
す
。
歌
う

こ
と
が
好
き

な
人
が
多

く
、
20
人
位

の
方
が
参
加

し
て
く
だ
さ

り
ま
す
。

ク
ラ
ブ
外

の
活
動
に
も
積
極
的
に
参
加
し
て

お
り
、
近
隣
の
小
松
川
小
学
校
で

行
わ
れ
て
る
地
区
リ
ズ
ム
運
動
に

は
10
人
程
の
会
員
が
毎
回
参
加
し

て
お
り
ま
す
。

行
事
ご
と
も
多
く
、
花
見
会
や

日
帰
り
研
修
旅
行
を
毎
年
行
う
ほ

か
、
半
年
に
1
度

会
員
の
誕
生
日
会

を
開
催
し
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
に

様
々
な
活
動
を
行

い
、
一
人
一
人
の

会
員
が
楽
し
め
る

よ
う
運
営
を
頑

張
っ
て
い
ま
す
。

毎
回
活
動
が
終

わ
っ
た
後
に
は
疲

れ
も
感
じ
ま
す

が
、
皆
が
楽
し
く
終
わ
れ
る
と

や
っ
て
よ
か
っ
た
な
と
思
い
ま
す
。

今
後
も
ク
ラ
ブ
を
盛
り
上
げ
て

い
く
た
め
に
役
員
や
会
員
で
よ
り

親
睦
を
深
め
、
協
力
し
て
楽
し
く

元
気
に
活
動
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

葛西
地区

南船堀親睦会
会長：石川　順二
会員：30 名

笑顔いっぱい長寿の集い
（さくらホール）

神社前にて記念撮影

仲間と共に（輪投げ集会所）
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ク ラ ブ 紹 介

【
ク
ラ
ブ
会
長
よ
り
】

こ
ん
に
ち

は
。
南
小
岩

司
親
和
会
で

す
。
当
会
は

地
域
の
高
齢

者
の
人
達
の

健
康
と
長
寿

を
願
い
、
そ

し
て
親
睦
を

は
か
り
環
境

改
善
を
目
的

と
し
て
、
睦

会
と
し
て
発
足
し
ま
し
た
。

昭
和
41
年
10
月
に
78
名
の
会
員

で
南
小
岩
親
睦
会
と
し
て
設
立

し
、
く
す
の
き
ク
ラ
ブ
番
号
32
と

登
録
さ
れ
ま
し
た
。
後
に
司
親
和

会
と
改
名
さ
れ
、
今
年
で
58
年
と

な
り
ま
す
。

活
動
と
し
て
は
、
毎
月
第
２
日

曜
日
に
誕
生
会
を
開
催
し
、
そ
の

月
の
誕
生
日
の
会
員
さ
ん
を
お
祝

い
し
、
歌
・
ゲ
ー
ム
・
ク
イ
ズ
な

ど
を
楽
し
み
ま
す
。

ク
ラ
ブ
活
動
は
輪
投
げ
の
会

（
第
11
回
く
す
の
き
ク
ラ
ブ
連
合

会
輪
投
げ
大
会
で

優
勝
し
ま
し
た
）、

ボ
ッ
チ
ャ
の
会

（
小
岩
地
区
で
準

優
勝
と
頑
張
っ
て

い
ま
す
）、
カ
ラ

オ
ケ
の
会
（
毎
週

土
曜
日
に
実
施
、

１
０
０
歳
の
会
員

さ
ん
も
唄
っ
て
い
ま
す
）、
リ
ズ

ム
運
動
の
会
（
毎
週
金
曜
日
に
実

施
、
地
区
大
会
や
交
流
会
な
ど
に

積
極
的
に
参
加
）
等
々
の
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

役
員
会
以
外
に
委
員
会
が
あ

り
、
総
務
部
・
情
報
部
・
広
報
部

（
年
4
回
、
広
報
誌
・
親
和
会
だ

よ
り
発
刊
配
付
）・

友
愛
部
（
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
、
ハ
イ
キ

ン
グ
、
映
画
鑑
賞

会
な
ど
企
画
し
実

施
）
な
ど
各
会
員

が
一
丸
と
な
り
ク

ラ
ブ
運
営
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
毎
年
１
月
に
は
新
年
懇

親
会
、
11
月
に
は
宿
泊
研
修
会
を

企
画
し
実
施
、
町
会
の
行
事
に
も

積
極
的
に
参
加
し
、
令
和
８
年
に

は
設
立
60
周
年
（
還
暦
）
を
迎
え

ま
す
。
会
員
さ
ん
も
周
年
行
事
の

開
催
を
心
待
ち
に
し
て
い
ま
す
。

大
会
で
活
躍
！ 

ク
ラ
ブ
活
動
の
成
果

【
ク
ラ
ブ
会
長
よ
り
】

今
回
は
私
達
鹿
骨
第
一
健
和
会

の
活
動
を
、
く
す
の
き
ク
ラ
ブ
の

活
動
（
４
本
柱
）
そ
れ
ぞ
れ
に
当

て
は
め
て
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

一
つ
目
の
「
教
養
の
向
上
」
で

は
、
月
に
1
度
、
鹿
骨
１
丁
目
会

館
に
て
歌
の
練
習
を
し
て
い
ま

す
。
練
習
も
も
ち
ろ
ん
楽
し
い
で

す
が
、
何
よ
り
も
終
了
後
の
茶
話

会
を
皆
さ
ん
と
て
も
楽
し
み
に
し

て
参
加
し
て
お
り
ま
す
。

二
つ
目
の
「
健
康
保
持
活
動
」
で

は
、
輪
投
げ
を
月
に
1
回
、
そ
し
て

毎
週
火
曜
日
に
リ
ズ
ム
運
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。
他
ク
ラ
ブ
と
合
同
で

行
っ
て
お
り
、
毎
回
20
名
以
上
の
参

加
が
あ
り
ま
す
。
他
ク
ラ
ブ
か
ら

の
参
加
者
の
方
も
多
い
で
す
が
、
ク

ラ
ブ
の
枠
組
み
を
超
え
皆
仲
が
良

活
動
多
彩
！ 

ク
ラ
ブ
の
楽
し
い
日
々

く
、
和
気
あ
い
あ
い
で
、
お
し
ゃ
べ

り
と
笑
い
声
が
絶
え
ま
せ
ん
。

三
つ
目
の
「
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
」
で
は
、
３
カ
月
毎
に
誕
生
会

を
行
っ
て
い
ま
す
。
40
名
以
上
が

参
加
す
る
当
ク
ラ
ブ
最
大
の
イ
ベ

ン
ト
で
あ
り
ま
す
。
花
の
町
鹿
骨

に
ふ
さ
わ
し
く
、
全
員
に
鉢
花
の

お
土
産
が
あ
り
ま
す
。

四
つ
目
の
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
」
で
は
、
春
秋
の
区
一
斉
美
化

運
動
に
参
加
し
て
い
ま
す
が
、
会

員
の
高
齢
化
で
参
加
人
数
が
年
々

減
少
し
て
い
る
の
が
残
念
で
あ
り

ま
す
。

ま
た
４
本
柱
の
活
動
の
ほ
か
に

も
、
町
会
の
盆
踊
り
に
参
加
し
、

町
会
役
員
の
方
々
が
歓
迎
し
て
く

だ
さ
り
、
皆
で
踊
っ
た
り
歌
っ
た

り
し
楽
し
く
過
ご
し
て
い
ま
す
。

高
齢
化
や
コ
ロ
ナ
等
に
よ
り
辞
め

る
こ
と
に
な
っ
た
活
動
も
あ
る
中

で
、
昨
年
は
中
止
し
て
い
た
バ
ス

で
の
日
帰
り
研
修
を
再
開
す
る
こ

と
が
で
き
と
て
も
喜
ば
し
い
限
り

で
す
。
今
年
も
会
員
一
同
楽
し
く

活
動
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
願
っ

て
お
り
ま
す
。

鹿骨第一健和会
会長：田島　幹久
会員：56 名

鹿骨
地区

司親和会
会長：岩田　光正
会員：102 名

小岩
地区

多くの仲間と楽しいひと時

大会でも活躍しています

月１回の輪投げ

日帰り研修旅行
「大谷平和観音」
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最
近
の
ニ
ュ
ー

ス
の
中
で
高
齢

化
が
進
み
、
介

護
を
受
け
る
人

が
多
く
な
り
、
介

護
に
当
た
る
人

の
手
が
足
り
な

く
な
っ
て
き
て
い

る
と
言
わ
れ
て
い

ま
し
た
。

こ
れ
は
、
今
始

ま
っ
た
事
で
は
な
く
、
当
然
予

想
さ
れ
た
現
実
で
す
。

高
齢
化
が
進
め
ば
、
人
は
衰

え
ま
す
。
し
か
し
、
少
し
で
も

予
防
す
れ
ば
、
あ
る
程
度
は
遅

ら
せ
る
事
が
で
き
ま
す
。
人
そ

れ
ぞ
れ
で
す
が
、
自
覚
を
持
っ

て
行
動
す
れ
ば
で
き
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
例
え
ば
買

い
物
に
行
く
に
も
、
バ
ス
に
乗
っ

て
行
く
場
合
、
１
停
留
所
位
は

歩
く
。
帰
り
は
荷
物
が
あ

る
か
ら
、
近
く
の
停
留
所

か
ら
バ
ス
に
乗
っ
て
帰
る
。

慣
れ
て
く
れ
ば
２
停
留
所

位
は
歩
い
て
行
く
。ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
を
し
な
く
て
も
、

自
然
と
歩
く
習
慣
が
身
に

つ
け
ば
、
健
康
に
も
良
く
、

意
識
し
な
く
て
も
運
動
に

な
る
。

『
雑
感
』

く
す
の
き
ス
カ
イ
ハ
イ
ツ
わ
か
ば
会

�
 

井
上　
　

守

広報部員コーナー
～東部地区～

毎
日
で
も
な
く
て
も
、
こ
う

し
て
動
い
て
い
れ
ば
、
食
欲
も

出
る
し
、
動
く
事
に
よ
っ
て
日

光
浴
に
も
な
る
。
習
慣
に
な
れ

ば
適
度
な
運
動
と
し
て
定
着
し
、

動
く
事
に
よ
り
身
体
能
力
も
向

上
し
、
引
い
て
は
認
知
症
予
防

に
も
な
っ
て
良
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
し
か
し
こ
れ
は
、
そ

の
人
の
意
識
の
問
題
で
、
動
か

な
け
れ
ば
効
果
は
あ
り
ま
せ
ん
。

自
分
の
身
体
は
自
分
で
つ
く
る

努
力
も
必
要
で
す
。
介
護
を
受

け
る
の
で
は
な
く
、
受
け
な
く

て
も
動
い
て
自
分
の
健
康
は
自

分
で
つ
く
る
努
力
が
大
切
で
す
。

一
歩
の
意
識
が
社
会
貢
献
に
な

り
、
自
分
も
人
の
手
を
借
り
ず

に
元
気
に
で
き
る
、
高
齢
化
社

会
は
共
に
生
き
生
き
を
大
切
に

し
ま
し
ょ
う
。
健
康
こ
そ
社
会

貢
献
で
す
。

昨
年
よ
り
コ
ロ
ナ
禍
の
マ
ス
ク
着

用
が
緩
和
さ
れ
、
ク
ラ
ブ
活
動
、
日

常
生
活
に
お
い
て
も
、
本
人
の
意
思

で
行
動
で
き
る
様
に
な
り
一
安
心
で

す
。
く
す
の
き
ク
ラ
ブ
の
情
報
紙
と

し
て
、
本
号
で
は
ク
ラ
ブ
会
員
さ
ん

か
ら
届
い
た
写
真
の
紹
介
、
区
の
お

知
ら
せ
、
ク
ラ
ブ
紹
介
、
イ
ベ
ン
ト

情
報
他
、
興
味
深
い
記
事
が
掲
載
さ

れ
て
お
り
、
会
員
募
集
に
役
立
て
て

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

�

【
広
報
部
長
　
赤
羽
根
　
智
英
子
】

令
和
６
年
度
の
行
事
が
す
べ
て
無

事
終
わ
り
ま
し
た
。
西
篠
崎
東
寿
会

リ
ズ
ム
運
動
の
練
習
に
、
地
域
の
小

学
生
が
15
人
見
学
に
こ
ら
れ
、
シ
ニ

ア
の
姿
を
見
て
一
言
「
可
愛
い
ね
」

と
言
わ
れ
、
間
違
わ
な
い
様
に
緊
張

し
、
私
た
ち
も
元
気
を
も
ら
い
ま
し

た
。
様
々
な
活
動
を
と
お
し
、
若
々

し
く
地
域
の
方
と
触
れ
合
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

�

【
広
報
副
部
長
　
小
西
　
洋
子
】

く
す
の
き
だ
よ
り
は
、
カ
ラ
ー
写

真
で
字
も
大
き
く
見
や
す
く
、
い
ろ

い
ろ
な
行
事
を
見
て
写
真
の
中
に
知

人
を
見
い
出
す
と
、
会
で
は
和
気
あ

い
あ
い
と
楽
し
ん
で
お
り
ま
す
。
年
々

参
加
者
が
少
な
く
な
り
、
共
に
良
き

思
い
出
を
共
有
す
る
機
会
を
参
加
と

言
う
行
動
で
、
仲
良
く
元
気
な
く
す

の
き
を
盛
り
上
げ
た
い
で
す
ね
。

�

【
広
報
副
部
長
　
山
口
　
靖
代
】

編 

集 

後 

記

　
本
紙
の
発
行
に
際
し
ま
し
て
御
協
賛
い

た
だ
き
ま
し
た
ス
ポ
ン
サ
ー
各
位
に
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
と
も
倍
旧
の

御
厚
誼
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

ス
ポ
ン
サ
ー
へ
の
御
礼

エ
イ
ジ
レ
ス
・
ラ
イ
フ
と
は
？

年
齢
に
と
ら
わ
れ
ず
自
ら
の
責
任
と
能
力
に
お
い
て
自
由

で
生
き
生
き
と
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
。

内
閣
府
が
推
進
し
て
い
る
生
活
様
式
で
あ
り
、
実
践
し
て
い

る
個
人
や
団
体
の
事
例
を
紹
介
す
る
こ
と
に
よ
り
、
幅
広
く
熟

年
者
に
参
考
と
し
て
も
ら
う
こ
と
を
趣
旨
と
し
て
い
る
。

山㟢一男連合会長が内閣府「エイジレス章」を受章山㟢一男連合会長が内閣府「エイジレス章」を受章
エイジレス・ライフを実践してみましょう

く
す
の
き
ク
ラ
ブ
連
合
会
・
山
㟢
一

男
会
長
の
活
動
が
、「
エ
イ
ジ
レ
ス
・
ラ

イ
フ
実
践
事
例
」
と
し
て
紹
介
さ
れ
、

会
長
自
身
も
「
エ
イ
ジ
レ
ス
章
」
を
受

章
さ
れ
ま
し
た
。

山
㟢
会
長
は
現
在
も
農
業
を
営
む
傍

ら
、
く
す
の
き
ク
ラ
ブ
や
農
業
委
員
、

消
防
団
や
民
生
児
童
委
員
等
、
幅
広
く

活
動
を
行
っ
て
き
て
お
り
、
そ
の
様
子

が
全
国
の
熟
年
者
の
見
本
と
し
て
相
応

し
い
と
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

令
和
６
年
度
は
山
㟢
会
長
の
他
、
全

国
で
49
名
の
実
践
事
例
が
紹
介
さ
れ
て

お
り
、
内
閣
府
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
皆
様
も
「
エ

イ
ジ
レ
ス
・
ラ
イ
フ
」
を
実
践
し
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

表
彰
者
紹
介
（
敬
称
略
）

◆
東
京
都
高
齢
福
祉
功
績
者

な
ぎ
さ
麗
樹
会�

河
瀬　

武
則

◆
区
政
功
労
者

一
之
江
中
央
長
寿
会�

尾
﨑
須
美
枝

平
井
東
長
寿
会�

林　
　

敬
三

大
杉
第
三
菊
の
会�

梶
谷　

光
輝
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民間緊急通報システム「マモルくん」
で安心生活を！

聴力が低下して補聴器が必要な方へ
購入資金を助成します 皆さんのお話し相手　ふれあい訪問員

“はり・きゅう・あん摩マッサージ指圧”利用券
令和７年度　申請が始まります

お申し込み
お問い合わせ先

〒132-8501（住所不要）
江戸川区役所　福祉推進課　孝行係
電話　5662-0314

三療師会会員の施術所で、はり・きゅう・あん摩マッサージ指圧を
受けることができます。

◆対象者　※各年度の利用券の発行は1回限り
⑴ 75歳以上の方（年度内に75歳になる方を含みます）

三療券（1回200円で利用できる券）15枚と、三療割引券（1回2,200
円で利用できる券）10枚を発行します。

⑵ 65歳～ 74歳の方（年度内に65歳になる方を含みます）
三療割引券（1回2,200円で利用できる券)10枚を発行します。

◆申請方法（電話での申請はできません）
○郵送で受け取る場合　※3月下旬から順次発送

・�右記の二次元コード（区ホームページ）の申請フォー
ムから電子申請。

・�「申請用ハガキ」（各施術所、熟年相
談室、なごみの家などで配布）または

「郵便ハガキ」に記入し下記の申込先
に郵送。

○窓口で受け取る場合
４月１日（火）以降に介護保険課

窓口（区役所 2 階 2 番）へ本人確認
できるもの（保険証・運転免許証など）
を持参してください。

代理申請の場合は、代理の方の本
人確認ができるものも併せて持参し
てください。
※�窓口の混雑により手続きに時間が

かかる場合がありますので、郵送での受け取りをお勧めします。

体調不良や火災発生時に、ご自宅に設置した機器
を通じて、警備会社に通報するシステムです。警備
員が駆け付け、必要に応じて救急要請を行います。

一定時間動きがない場合にもセンサーが反応して
通報するので安心です。
◆対象者　区内にお住まいの65歳以上の方

※�ご利用の際は、電話（本人及び親族・知人等）の
登録と自宅の合鍵2本が必要になります。

◆利用料金　�月額2,200円
（世帯状況等により月額300円もしくは1,000円に

減額）
◆江戸川区内で4,185世帯が利用（令和6年11月現在）

令和5年度は1,869件の出動があり、397件の救急
要請を行いました。

◆申請書配付・受付窓口
熟年相談室・健康サポートセンター
介護保険課窓口（区役所２階２番）

詳しくは二次元コードから区ホーム
ページをご覧ください。

補聴器購入前に申請が必要です。詳しくは区ホー
ムページをご覧いただくか、お問い合わせください。
◆対象（次の全てに当てはまる方）

⑴ 65歳以上の江戸川区民の方
⑵ 住民税が非課税の方
⑶ �聴覚障害による身体障害者手帳

を所持していない方
⑷ 医師から所定の基準を満たすと認められた方
⑸ 過去に本制度の助成を受けていない方

◆助成金額
上限額35,000円

◆申請書配付・受付窓口
熟年相談室・健康サポートセンター・介護保険課
窓口（区役所2階2番）

60 歳以上で外出の機会が少ない方、以前より話す相手が少なくなっ
てしまった方などを対象に、寂しい気持ちや不安を和らげるための話
し相手を派遣する制度です。月１回程度、訪問員がご自宅を訪問しま
す。ご希望の方はぜひお申し込みください。
◆ふれあい訪問員さんも募集しています

訪問を希望された高齢者のご自宅を訪問し、お話し相手
となるボランティアです。成人の方で継続して活動ができ、
高齢者のお話を聞くことが好きな方を募集しています。

詳しくは区ホームページをご覧いただくか、お問い合わ
せください。

在宅生活を応援します！

（郵便ハガキ記入例）

・氏名（フリガナ）

・住所

・生年月日

・電話番号

「令和7年度はり・きゅう・
あん摩マッサージ指圧券希望」

～マモルくんがあって助かりました！～
突然意識がもうろうとしてしまい、一人暮らしの

ため自力で助けを呼べずにいました。そのとき「マ
モルくん」が作動し、警備員が駆けつけてくれました。
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第52回第52回

令和6年 10月 24 日（木）、さわやかな晴天のもと、

第 52回さわやか体育祭が開催されました。

大会当日は熟年者や園児約 3,000 人がスピアーズ

えどりくフィールドに集まり、元気に競技に臨みまし

た。

開会式は紅白それぞれの応援団長と代表の保育園児

２名の選手宣誓から始まり、続いて今年は江戸川区と

包括連携協定を締結したLDH JAPAN所属のパフォー

マンスグループ「Girls² （ガールズガールズ）」が準備

体操を兼ねたダンスワークショップで登場、「クラッ

キ !ダンス」のレクチャーを受け、参加者全員で踊り

ました。また、団体・個人あわせて６競技が行われ、

Girls² も一部競技に参加し大会を盛り上げてくれまし

た。他、幼稚園・保育園児による可愛らしい演技も行

われました。新競技「輪投げにチャレンジ」は輪を１

人１本投げて入った合計本数を競うゲームで、皆さん

普段からの練習の成果を存分に発揮し会場は大変盛り

上がりました。

今回は白組が８年ぶりに見事、優勝を勝ち取りました。

白組の皆さん、おめでとうございます。また、紅組

の皆さんは来年優勝奪還をめざして頑張りましょう！

さ わ や か 体 育 祭さ わ や か 体 育 祭

1 2 3

大玉空中リレー大玉空中リレー

可愛い園児の演技可愛い園児の演技

Girls²「クラッキ ! ダンス」Girls²「クラッキ ! ダンス」 紅白玉入れ紅白玉入れ

白組優勝白組優勝

共生社会リレー共生社会リレーおたますくいおたますくい
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